
 

   

 

平成 27 年 7 月 13 日 

内閣官房総合海洋政策本部事務局 

国土交通省海事局              

 

 

 

 
 海の恩恵に感謝し、海洋国である日本の繁栄を願う日である「海の日」は、今年、20回

目の節目を迎えます。この機会を捉え、国民の海洋についての理解と関心を一層深めると

ともに、海洋国家日本の貢献を国際社会にアピールするため、「第20回『海の日』特別行

事“海でつながるプロジェクト”」を実施いたします。 

特別行事は、政府が主催する「総合開会式」で幕を開け、国際シンポジウム「IMO（国際

海事機関）世界海の日パラレルイベント2015」、そして8月まで全国各地で海をテーマに展

開する多彩なイベントへと続きます。 

このたび、下記のとおり「総合開会式」及び日本初開催となる「IMO世界海の日パラレル

イベント2015」を開催いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 総合開会式 

・主  催  総合海洋政策本部 

・開催日時  2015年7月20日（月・祝） 9:25～10:00 

・開催場所  ザ・キャピトルホテル東急 

・次  第  安倍 晋三  内閣総理大臣   スピーチ（出席調整中） 

       笹川 陽平  日本財団会長   挨拶 

       山谷 えり子 海洋政策担当大臣 開会宣言（予定） 

 

２． IMO世界海の日パラレルイベント2015 

・主  催  国土交通省、国際海事機関、「海の日」特別行事実行委員会 

・開催日時  2015年7月20日（月・祝） 10:30～18:15 

21日（火）  10:00～18:15 

・開催場所  ザ・キャピトルホテル東急 （東京・20日） 

       ホテルニューグランド  （横浜・21日） 

・登壇者   太田 昭宏 国土交通大臣（20日10:30～開会式） 

       關水 康司 国際海事機関（ＩＭＯ）事務局長（20日、21日） 

       宮原 耕治 「海の日」特別行事実行委員会会長（20日10:30～開会式） 

西村 明宏 国土交通副大臣（21日17:30～閉会式） 他 

３． 取材等 

・取材をご希望の方は、別紙をご確認の上、7月15日（水）15時までに、下記メー

ルアドレスまでお申し込み下さい（スペースには限りがありますので、あらかじ

めご了承ください。）。 

・申込先「海の日」特別行事実行委員会事務局（国土交通省海事局内）  

     E-mail: hqt-worldmaritimeday2015@ml.mlit.go.jp 
 

 

 

 

 

NEWS RELEASE 
お知らせ 

第２０回「海の日」特別行事  

“海でつながるプロジェクト ” 
総合開会式及び IMO 世界海の日パラレルイベント 2015 の開催について 

お問い合わせ先： 

（総合開会式） 

内閣官房総合海洋政策本部事務局 高橋・勢田 TEL.03-6257-1976 

（IMO 世界海の日パラレルイベント 2015） 

国土交通省 海事局 総務課 吉田・名和・石丸 TEL.03-5253-8656 

【同時発表】 

経済研究会（内閣府内） 

官邸記者クラブ 

国土交通記者会 

国土交通省交通運輸記者会 

横浜市政記者クラブ 

日本外国特派員協会 



（別紙） 

総合開会式及び IMO 世界海の日パラレルイベント 2015 

の取材を希望される方へ 
 

総合開会式及びＩＭＯ世界海の日パラレルイベント 2015 は、傍聴・カメラ撮り可です。

出席者のぶらさがり会見は行いません。 

 

○ 取材の申し込みについて 

取材を希望される方は、メールに下記項目についてご記入の上、お申し込みくだ

さい。申し込み締め切りは、7 月 15 日（水）15 時です。 

 

１）貴社名 

２）媒体名 

３）取材代表者の所属・氏名 

４）取材代表者の連絡先（Tel、携帯番号、Fax、E-mail） 

５）20 日、21 日の取材希望プログラム 

→20 日 ①総合開会式、②パラレルイベント開会式、③国際シンポジウム 

→21 日 ④エクスカーション、⑤国際シンポジウム、⑥パラレルイベント閉会式 

６）来場人数 

７）撮影の有無（撮影される場合はスチール・ムービーの別） 

 

【送付先】 

    「海の日」特別行事実行委員会事務局  

     MAIL. hqt-worldmaritimeday2015@ml.mlit.go.jp  

 

○ 当日の取材の受付時間について 

＜20 日＞ 

総合開会式及びＩＭＯ世界海の日パラレルイベント 2015 の開会式は、8 時から受

付を開始します。取材に関するブリーフィングを 8 時 30 分に会場後方にて行いま

すので、それまでに受付を済ませてください。また、遅くとも 9 時までにはカメラ

の設営を終了し、9 時 20 分までには所定の位置についてください。上記時間を過ぎ

ますと、ご入場いただけない場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

ＩＭＯ世界海の日パラレルイベント 2015 開会式終了後は、ご都合にあわせてお

越しください。 

＜21 日＞ 

エクスカーションは、9 時 50 分に横浜みなと博物館玄関口、11 時 20 分に三菱み

なとみらい技術館玄関口、13 時 20 分に大桟橋国際客船ターミナル玄関口にお越し

ください。 

国際シンポジウム及び閉会式は、14 時 30 分から受付を開始します。15 時 5 分ま

でに受付を済ませ、15 時 10 分までにご着席（カメラ撮りをされる場合はカメラの

設営を終了）ください。 

上記時間を過ぎますと、ご入場いただけない場合がございます。また、保安上の

理由その他の事情により、集合時間、場所が変更される場合があります。あらかじ

めご了承ください。 



 

民間法人、関係省庁、自治体等から構成される委員会。今年で 20 回目を迎える「海の日」

に関する特別行事（海でつながるプロジェクト）について、民間、政府を挙げた取り組

みを進めることにより、国民の海洋についての理解と関心を深めること等を目的として、

2015 年 4 月に発足。 

 

＜会長＞総合海洋政策本部参与会議座長・日本郵船株式会社相談役  宮原 耕治  

   

＜委員＞【民間法人等】※50 音順   

 海上保安協会  

 海洋研究開発機構  

 海洋産業研究会  

 JEAN  

 全日本海員組合  

 大日本水産会  

 東京海洋大学  

 燈光会  

 日本海事協会  

 日本海事センター  

 日本海難防止協会  

 日本観光振興協会  

 日本港運協会  

 日本港湾協会  

 日本財団  

 日本水難救済会  

 日本水路協会  

 日本船主協会  

 日本倉庫協会  

 日本造船技術センター  

 日本造船工業会  

 日本内航海運組合総連合会  

 日本旅客船協会  

 日本冷蔵倉庫協会  

【関係省庁】   

 内閣官房総合海洋政策本部事務局 

 外務省  

 文部科学省  

 農林水産省  

 経済産業省  

 国土交通省  

 環境省  

【自治体】   

 横浜市  

「海の日」特別行事実行委員会 



第 20 回「海の日」特別行事  

総合開会式及び IMO 世界海の日パラレルイベント 2015 

プログラム（7 月 13 日時点） 

 
 

 

◆ ７月 20 日（月・祝） 於：ザ・キャピトルホテル東急（東京） 

 

08:30-9:15 受付（プレス受付は 08:00-08:30） 

 

09:25-10:00 第 20 回「海の日」特別行事 総合開会式 

 

 

- 安倍 晋三  内閣総理大臣   スピーチ（出席調整中） 

- 笹川 陽平  日本財団会長   挨拶 

- 山谷 えり子 海洋政策担当大臣 開会宣言（予定） 

 

10:30-10:55 「IMO 世界海の日パラレルイベント 2015」開会式 

 

 

- 太田 昭宏 国土交通大臣         挨拶 

- 關水 康司 国際海事機関（IMO）事務局長 挨拶 

- 宮原 耕治 「海の日」特別行事実行委員会 挨拶 

- 閣僚など海外からの要人参加者の紹介 

 

11:00-18:15 「IMO 世界海の日パラレルイベント 2015」国際シンポジウム 

  

11:00-12:30 【 セッション１：海事教育・訓練に関するこれまでの取組 】 

  

 

モデレーター：鷲頭 誠 運輸政策研究機構国際問題研究所長  

 

スピーカー： 

 

 Mr. Richard Clayton IHS Maritime 首席海事アナリスト   
 Mr. Bradley Groves IMO 人的因子訓練当直小委員会議長  
 Dr. Maximo Q. Mejia フィリピン海事産業庁長官   
 Ms. Katharina Stanzel 国際タンカー船主協会取締役   

 Mr. Glenn Blackwood 国際海事大学連合議長   
  

12:30-14:00 ― 昼 食 ・ 休 憩 ― 

  

14:00-15:30 【 セッション２：海事から海洋への広がり 】 

  

 モデレーター：河野 真理子 早稲田大学法学学術院教授  

 

 

スピーカー： 

 大和 裕幸 東京大学副学長  

 堀田 平 国立研究開発法人海洋研究開発機構理事  

 Ms. Gabriele Goettsche-Wanli 国際連合海事海洋法課長  
 Dr. Cleopatra Doumbia-Henry 世界海事大学(WMU)学長   



 

15:30-16:00 ― 休 憩 ― 

  

16:00-17:30 【 セッション３：次世代に海を親しませるための教育 】 

  

 

モデレーター： 

田中 智志 東京大学大学院教育学研究科教授／海洋アライアンス海

洋教育促進研究センター長  

 

 

スピーカー： 

 Ms. Margaret Spring モントレーベイ水族館副館長  

 及川 幸彦 日本ユネスコ国内委員会委員  

 田村 学 文部科学省初等中等教育局視学官  

 Dr. Krista Singleton-Cambage The Nature Conservancy ディレ

クター 

 篠原文也 政治解説者 （交通政策審議会委員） 

  

17:45-18:15 【 セッション４：将来の海事教育・訓練のあり方 】 

 

 

スピーカー:  

 Mr. Jeffrey Lantz  IMO 理事会議長   
 森重 俊也 国土交通省海事局長  

 諸岡 正道 国際海運会議所会長  
 

  

 

◆ ７月 21 日（火） 於：ホテルニューグランド（横浜） 

10:00-15:15  「IMO 世界海の日パラレルイベント 2015」エクスカーション 

 

 

横浜港において、帆船・旧日本丸、横浜みなと博物館と三菱みなとみ

らい技術館の海事遺産や、航海訓練所練習船（海王丸、大成丸）での

船員教育訓練の様子を視察。 

 

15:15-17:40 「IMO 世界海の日パラレルイベント 2015」国際シンポジウム 

  

15:15-15:30 

 

鈴木 伸哉 横浜市副市長 講演 

   

15:30-16:15 【 特別セッション 】 

 

スピーカー： 

 關水 康司 IMO 事務局長  

 Dr. Cleopatra Doumbia-Henry WMU 学長  

 Prof. David Attard 国際海事法研究所学長   
 小島 茂 IMO 海事大使（日本船長協会会長）  

  

16:15-17:15 【 セッション５：海事遺産を活用した教育 】 



 

 

 

 

 

 

17:30-17:40 

 

 

スピーカー:  

 中川 洋 産業考古学会理事長・法政大学兼任講師  

 H.E. Mr. Manlio Cadelo 在日本サンマリノ大使（在日外交団団長） 

 志澤 政勝 日本丸財団理事、横浜みなと博物館館長  

 

【会議総括】 

- 森重 俊也 国土交通省海事局長 「横浜宣言」 

 

17:40-18:15 「IMO 世界海の日パラレルイベント 2015」閉会式 

  

- 西村 明宏 国土交通副大臣   挨拶 

- 關水 康司 IMO 事務局長    挨拶 

- 林 文子  横浜市長      挨拶  

- 次期開催国(トルコ)に、パラレルイベントの旗の引継ぎ 

- トルコ代表           挨拶 

  

  

 

 


